
間伐材の有効活用 (森林保護)に新技術

間伐材ロッド工法 (TNボード工法)

はじめに
山を育てる工程の中で､大量に発生する間伐材｡現在､その大半は山の中に放置されたままです｡

何とか活かすことは出来ないだろうか ?-払たちは考えました｡

そして平成 7年から､とちぎ労働福祉事業団､帝人(樵)の共同開発の中で生まれたのが新技術 TN

ボード工法です (特許出願中)Oこれは､間伐材の最大の欠点である乾燥による収縮変形を最小限に

抑え､隙間の出ない一体パネル構造を長期間維持する画期的な工法です｡このたび試験施行として､

東北自動車道大谷パーキングエリアに防音壁を､茂木町にログハウス実験棟を竣工いたしました｡ 

TNは､帝人 (樵)が開発した高強度化学繊維テクノーラロッドからとりました｡そして木を束ねて 1枚の板に

する意味で､この名称となりました｡TNボード工法は近自然工法ですので､コンクリー トや鉄骨などの無機質

な景観を､人に優しい有機的な景観に変えることが出来ます｡そして何より､木材の付加価値を高める画期的

な工法です｡
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防音壁の設計概要

間伐材の使用が難しいのは､ 燥時に収縮､ひび割れ､そり

などの変形が起きることにあります｡そのために今まで､利

用価値は限られていました｡

間伐材ロッド工法の特徴は､幸乞燥変形するまえに強力な力

で木材を束ねる (プレス トレス ト)ことで､隙間の出ない一

体パネル構造とすることにあります｡この秘密は､極めて高

弾性で伸びのあるアラミド系FRPロッド｡コンパクト定着体

との併用で､容易に無階段に緊張をかけることが出来ます｡

この技術により､間伐材の付加価値を高め､新しい分野での

活用が期待されます｡また､この技術の活用で木材の加工を

単純化し､ トータルコス トの削減にも貢献します｡ 
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間伐材 (杉 ･ヒノキ)を使用｡

裏も自然の木肌を露出し､かつ

自然な景観を思わせる林立し

た状態で設置いただ【ナます｡

パネル側面からプレストレスを

かけることにより､木材の乾燥

にともなう収縮変形を最小限に

とどめる､隙間のない一体バネ

. ル構造となっております｡
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系FRPロッドにあります｡強靭

であり且つ軽くて錆びません｡
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木製防音壁立体図 S=l/20 
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い薬剤 (ACQ)を使用しており

ます｡パネルとしての役割を終

えた後も､循環 (リサイクル)
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が可能です｡


